
3 　 αを |α| = 1であるような複素数とし，複素数の列 {zn}を
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(n = 3, 4, 5, · · · · · · )

で定める．ただし，zn は複素数 zn の共役な複素数とする．

(1) 各 nに対し，zn を求めよ．

(2) zn の実部と虚部をそれぞれ xn，yn とし，α = −1
2

+
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iとおくとき，無限級数

の和
∞∑

k=1

xk，
∞∑
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yk をそれぞれ求めよ．


